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２
０
２
１
年
秋
の
「
ぎ
ふ
・
中

国
く
る
ぶ
交
流
講
座
」
は
10
月
16

日
、
岐
阜
市
橋
本
町
の
生
涯
学
習

施
設
・
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
Ｇ

で
、
映
像
制
作
会
社
テ
ム
ジ
ン

（
本
社
東
京
）
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

小
柳
ち
ひ
ろ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
開
か
れ
、
小
柳
さ
ん
は
自
ら
手

掛
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
「
中
国
〝
改
革
開
放
〟

を
支
え
た
日
本
人
」
を
も
と
に
製

作
秘
話
や
登
場
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
語
っ
た
。 

 

小
柳
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
「
敦
煌
莫
高
窟 

美
の
全
貌
」(

２
０
０
７
年)
か
ら

中
国
関
連
取
材
に
携
わ
り
、
２
０

１
１
年
に
「
シ
リ
ー
ズ
辛
亥
革
命 

第
一
回 

孫
文
を
支
え
た
日
本

人
」
、
翌
２
０
１
２
年
に
は
「
三

つ
の
名
を
生
き
た
兵
士
た
ち 

台

湾
先
住
民
〝
高
砂
族
〟
の

20

世

紀
」
で
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
を
受

賞
、
放
送
界
で
優
れ
た
功
績
を
挙

げ
た
女
性
を
称
え
る
２
０
１
５
年

度
放
送
ウ
ー
マ
ン
賞
に
選
ば
れ
て

い
る
。 

「
中
国
〝
改
革
開
放
〟
を
支
え
た

日
本
人
」
は
、
最
高
実
力
者
鄧
小

平
氏
が
文
化
大
革
命
で
疲
弊
し
た

国
を
立
て
直
す
た
め
計
画
経
済
か

ら
市
場
経
済
、
い
わ
ゆ
る
改
革
開

放
路
線
に
舵
を
切
っ
た
１
９
７
９

年
か
ら
40
年
を
機
に
製
作
さ
れ
、

２
０
１
９
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
、

総
合
で
再
放
送
合
わ
せ
４
回
放
映

さ
れ
た
。 

 

中
国
は
日
本
を
手
本
に
改
革
開

放
政
策
を
導
入
し
た
と
さ
れ
、
番

組
で
は
日
本
の
建
設
機
械
メ
ー

カ
ー
・
コ
マ
ツ
に
よ
る
国
営
エ
ン

ジ
ン
メ
ー
カ
ー
へ
の
技
術
提
供
、

新
日
本
製
鐵
の
宝
山
製
鉄
所
（
現

宝
鋼
集
団
）
建
設
協
力
を
例

に
、
現
在
も
続
く
や
り
取
り
な

ど
を
描
き
、
放
映
後
、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
だ
。 

 

小
柳
さ
ん
は
取
材
を
通
じ
、

戦
争
が
終
わ
っ
て
長
い
年
月
が

経
っ
て
い
る
が
、
中
国
で
は
い

ま
だ
被
害
に
触
れ
る
難
し
さ
を

感
じ
た
と
い
う
。
「
改
革
開
放

を
支
え
た
日
本
人
」
の
物
語
と

は
、
贖
罪
意
識
を
持
っ
た
日
本

の
民
間
人
、
と
り
わ
け
多
く
の

ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
が
果
た
し
た
戦

後
処
理
で
あ
り
、
日
中
戦
後
史

最
大
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
指
摘

し
た
。 

 

取
材
を
進
め
る
う
ち
、
改
革
開

放
に
日
本
人
が
果
た
し
た
役
割

は
、
日
中
双
方
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
一
つ

は
（
情
報
を
表
に
出
し
た
が
ら
な

い
）
中
国
側
の
政
治
的
事
情
、
も
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
変

異
ウ
イ
ル
ス
の
登
場
で
収
束
の
気
配

は
見
え
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
。
決
し
て
甘
く
見
ず
、
マ

ス
ク
や
手
洗
い
、
人
と
会
う
機
会
を

減
ら
す
な
ど
、
基
本
的
な
感
染
対
策

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。 

 

さ
て
今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
50

周
年
で
す
。
１
９
７
２
年
９
月

29

日
、
田
中
角
栄
首
相
と
中
国
の
周
恩

来
首
相
が
北
京
で
日
中
共
同
声
明
に

調
印
し
、
両
国
は
「
恒
久
的
な
平
和

関
係
を
確
立
す
る
」
こ
と
に
合
意
し

ま
し
た
。 

 

調
印
会
場
の
人
民
大
会
堂
で
両
首

相
が
互
い
の
目
を
見
つ
め
て
力
い
っ

ぱ
い
握
手
し
た
後
、
上
下
に
大
き
く

揺
ら
せ
る
光
景
は
実
に
印
象
的
で
し

た
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
は

長
く
険
し
く
、
相
互
不
信
を
払
し
ょ

く
す
る
た
め
の
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

岐
阜
県
の
先
人
た
ち
も
そ
の
一
役

を
担
い
ま
し
た
。
国
交
正
常
化
の
10

年
前
、
岐
阜
市
と
杭
州
市
は
「
日
中

不
再
戦
」
「
中
日
友
好
」
の
碑
文
を

交
換
し
、
今
年
は
60
周
年
の
節
目
に

当
た
り
ま
す
。
そ
れ
は
真
心
こ
も
っ

た
民
間
主
導
で
な
し
え
た
も
の
で
、

碑
は
柳
浪
聞
鶯
公
園
、
日
中
友
好
庭

園
に
あ
り
ま
す
。 

 

日
中
共
同
声
明
の
本
文
５
項
目
で

中
国
政
府
は
先
の
戦
争
に
お
け
る
日

本
へ
の
賠
償
請
求
放
棄
を
宣
言
し
ま

し
た
。
「
中
日
両
国
国
民
の
友
好
の

た
め
に
」
と
そ
の
理
由
を
は
っ
き
り

と
う
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
両
国
民
の
友
好
」
は
当
協
会
の

活
動
の
核
を
な
す
も
の
で
す
。
今
年

は
半
世
紀
前
の
原
点
に
今
一
度
立
ち

返
り
、
こ
れ
か
ら
の
半
世
紀
の
新
た

な
交
流
の
在
り
方
を
展
望
す
る
年
に

し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 

岐
阜
県
日
本
中
国
友
好
協
会 
 

会
長 

杉
山 

幹
夫 

中 国 の 改 革 開 放 を 日 本 が 支 援 

番組製作を通して学んだことを聴講者に語る小

柳ちひろさん 

＝岐阜市、ハートフルスクエア 

民
間
人
の
戦
後
処
理 

信
義
の
上
に
成
り
立
つ
日
中
関
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
の
中
国
く
る
ぶ 

小
柳
ち
ひ
ろ
さ
ん
講
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う
一
つ
は
日
本
の
企
業
人
は
〝
自
慢
話
〟
と

受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
多
く
を
語

ら
な
い
の
で
経
済
交
流
の
歴
史
は
残
り
に
く

い
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
出
番
が
必
要
で
、
映
像

の
強
み
を
生
か
し
、
日
本
を
と
っ
く
に
追
い

越
し
て
経
済
大
国
に
な
っ
た
中
国
を
顧
み
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
と
い
う
。 

 

証
言
者
を
見
つ
け
る
難
し
さ
、
見
つ
け
る

面
白
さ
に
つ
い
て
も
語
り
、
一
例
と
し
て

「
約
束
は
必
ず
守
る
人
」
と
い
う
沙
葉
氏

（
北
京
内
燃
機
総
廠
工
場
長
）
の
河
合
良
一

コ
マ
ツ
社
長
（
後
に
日
中
経
済
協
会
会
長
）

に
対
す
る
評
価
を
紹
介
し
た
。
当
時
の
日
中

関
係
は
う
わ
べ
や
美
辞
麗
句
で
は
な
く
、
信

義
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
を
実
感

し
、
す
ご
い
こ
と
に
思
っ
た
と
い
う
。
「
日

本
人
は
日
中
間
の
史
実
を
知
ら
な
い
こ
と
が

多
す
ぎ
る
。
歴
史
的
視
点
を
も
っ
と
持
つ
べ

き
で
は
な
い
か
」
と
番
組
製
作
を
通
し
て
抱

い
た
感
想
を
語
り
、
放
送
後
、
中
国
語
の
字

幕
入
り
動
画
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な

ど
、
幅
広
い
層
に
「
こ
う
い
う
事
実
が
あ
っ

た
」
こ
と
を
周
知
で
き
た
と
結
ん
だ
。 

中
部
６
県
日
中
友
好
協
会
と
名
古
屋
総
領
事
館
が
意
見
交
換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
国
交
正
常
化
の
原
点
か
ら
未
来
を
考
え
る
～ 

 

中
部
６
県
日
中
友
好
協
会
と
中
国
駐
名
古

屋
総
領
事
館
と
の
意
見
交
換
会
は
２
０
２
１

年
12
月
７
～
８
日
、
下
呂
市
の
下
呂
温
泉

山
形
屋
で
開
か
れ
た
。 

 

こ
の
交
換
会
は
友
好
交
流
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
毎
年
開
か
れ
て
き
た
が
、
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
中
止
、
２

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
各
協
会
と
も
現
状

で
は
活
動
自
粛
は
否
め
な
い
が
、
日
中
国
交

正
常
化
50
年
に
あ
た
る
２
０
２
２
年
は
原

点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
い
い
機
会
と
前
向

き
だ
。 

 

福
井
、
石
川
、
富
山
、
愛
知
、
三
重
、
岐

阜
各
県
の
友
好
協
会
の
代
表
、
総
領
事
館
か

ら
劉
暁
軍
総
領
事
は
じ
め
交
流
担
当
領
事
・

職
員
ら
計
24
人
が
参
加
し
た
。 

 

最
初
に
劉
総
領
事
が
あ
い
さ
つ
。
「
名
古

屋
に
赴
任
し
て
２
年
。
こ
の
地
域
は
昔
か
ら

中
日
交
流
に
貢
献
。
美
濃
出
身
の
学
僧
栄
叡

は
唐
に
わ
た
り
鑑
真
来
日
に
尽
力
、
曹
洞
宗

の
開
祖
道
元
は
宋
で
仏
法
を
学
び
、
福
井
県

に
永
平
寺
を
開
い
た
。
近
年
で
は
富
山
県
出

身
の
松
村
謙
三
代
議
士
は
中
日
国
交
正
常
化

の
地
固
め
を
し
、
愛
知
県
出
身
の
後
藤
鉀
二

日
本
卓
球
協
会
会
長
は
、
〝
ピ
ン
ポ
ン
外

交
〟
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
先
人
の
灯
を
消
さ

中部６県日中友好協会と中国駐名古屋総領事館の 

意見交換会＝下呂市、下呂温泉山形屋  

ず
、
北
京
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
成
功
さ
せ
中
日
関
係
の
明
る
い
未
来
を

つ
く
ろ
う
」
と
語
っ
た
。 

 

続
い
て
、
各
県
協
会
は
２
０
２
１
年
の

活
動
報
告
と
22
年
度
の
計
画
の
概
要
を
発

表
。
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
は
６
月
と
10

月
に
講
演
会
「
ぎ
ふ
・
中
国
く
る
ぶ
」
を

開
催
で
き
た
こ
と
、
な
か
で
も
講
師
と
聴

講
者
に
よ
る
質
問
と
回
答
の
や
り
と
り
を

紹
介
し
た
。 

 

最
後
に
世
界
卓
球
選
手
権
名
古
屋
大
会

（
１
９
７
１
年
）
に
中
国
チ
ー
ム
を
招
く

た
め
訪
中
し
た
後
藤
会
長
に
同
行
し
た
秘

書
の
小
田
悠
祐
さ
ん
が
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
周
恩
来
首
相
と
の
会
見
に
同
席
し
た

様
子
な
ど
を
語
っ
た
。
小
田
さ
ん
は
後
藤

会
長
に
難
題
を
突
き
付
け
る
中
国
側
を

「
私
の
大
事
な
お
客
さ
ん
を
困
ら
せ
る

な
」
と
た
し
な
め
た

周
首
相
の
懐
の

深
さ
を
評
価
。

相
手
の
立
場
を

そ
っ
ち
の
け
に

し
が
ち
な
今
日

の
外
交
に
疑
問

を
呈
し
、
「
日
中
関
係
の
未
来
を
考
え
る

ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸
い
」
と
結
ん
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 

「
栄
叡
大
師
を
顕
彰
す
る
県
民
の
集
い
」

が
２
０
２
１
年
11
月
９
日
、
岐
阜
市
の
長

良
川
国
際
会
議
場
で
約
６
０
０
人
が
参
加

し
て
開
か
れ
、
式
典
や
記
念
講
演
を
通
し

中
国
の
高
僧
・
鑑
真
の
来
日
に
尽
力
し
た

美
濃
出
身
の
遣
唐
留
学
僧
・
栄
叡
を
日
中

文
化
交
流
の
先
覚
者
と
し
て
た
た
え
た
。 

 

戒
律
の
師
を
招
く
勅
命
を
帯
び
た
栄
叡

と
普
照
は
、
揚
州
・
大
明
寺
で
鑑
真
に
来

日
を
要
請
し
た
。
鑑
真
は
渡
海
を
決
意
、

６
度
目
の
挑
戦
で
７
５
３
（
天
平
勝
宝

５
）
年
、
日
本
の
土
を
踏
ん
だ
。
こ
の
間
、

約
10
年
、
栄
叡
は
志
半
ば
で
客
死
し
た
。 

 

１
９
９
０
年
代
、
県
民
有
志
が
北
京
で

栄
叡
坐
像
４
体
を
制
作
。
95
年
に
約
１
２

５
０
年
ぶ
り
の
里
帰
り
を
実
現
し
た
。
坐

像
は
２
人
ゆ
か
り
の
興
福
寺
、
唐
招
提

寺
、
正
眼
寺
、
真
福
寺
に
安
置
さ
れ
た
。 

 

集
い
は
奉
賛
会
や
県
仏
教
会
、
企
業
な

ど
の
実
行
委
員
会
が
主
催
、
県
日
中
友
好

協
会
な
ど
が
後
援
し
た
。
「
心
が
通
じ
た

か
ら
鑑
真
の
来
日
が
実
現
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
参
加
者
は
栄
叡
に
思
い
を
は
せ

た
。 

 

日
中
文
化
交
流
の
先
覚
者
と
し
て
栄
叡

に
光
が
当
た
っ
て
新
し
い
。
鑑
真
没
後
１

２
０
０
年
の
１
９
６
３
年
秋
、
中
国
仏
教

協
会
が
広
東
省
肇
慶
市
の
慶
雲
寺
に
栄
叡

大
師
記
念
碑
を
建
立
し
た
。
70
年
代
、
県

日
中
友
好
協
会
会
員
が
北
京
歴
史
博
物
館

で
栄
叡
の
展
示
資
料
に
目
を
留
め
た
の
が

顕
彰
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。 

小田悠祐さん  

鑑
真
来
日
に
尽
力
し
た
栄
叡 

 
 

～
里
帰
り
25
年
周
年
に
思
い
は
せ
る
～ 

鑑真来日に尽力した栄叡大師を

顕彰する県民の集い 

＝岐阜市の長良川国際会議場 


